
 

大阪労連女性部ニュース ＮＯ．６ 

 

 

橋下暴言の撤回・謝罪、公職辞任と、松井府知事のオスプレイ受け入れ発言撤回を求め 

「６・７府庁前抗議宣伝」に６０人が抗議の声！！ 
 ６月７日、大阪府議会の閉会日にあたって、大阪労連が呼びかけて「橋下暴言の謝罪・撤回、す

べての公職からの辞任を求める昼休み抗議行動」を府庁前で行い、６０人が参加しました。 

 維新の会共同代表の橋下市長は、「慰安婦」暴言を謝

罪も撤回もせず、公職に居座っています。橋下市長の人

権無視、歴史の事実を捻じ曲げる発言には、国内外から

の批判が広がり、藩基文国連事務総長のまでもが６月２

日、「世界は、納得していない」と批判し、京都市議会

や吹田市議会でも発言撤回の意見書が上がっています。

沖縄の米軍に「風俗の活用」を勧めた発言については、

６月６日、沖縄県議会で「風俗業の提供まで県民が求め

られる筋合いはない」と抗議決議が可決されました。 

 大阪労連の川辺議長は、維新の会の幹事長である松井

府知事の責任と公党である「維新の会」の府議団に対し、

橋下市長の公職からの辞任を強く求めて訴えをしました。新婦人府本部の川本さんは、“戦時には、

女性は身を捧げよ”という女性の性を男性の従属物に貶める暴言は許されない、根本には安倍首相

の謝った歴史認識があると訴えました。オスプレイの問題についても、日本共産党府委員会のたつ

みコ―タロ―さんは、“沖縄の人の痛みは、（八尾空港

に）移動させるのではなく、取り除かなければならな

いと”、問題の本質は、日米安保条約にあることを訴

えました。大阪自治労連委員長の大原さんは、“住民

福祉の向上が自治体の目標であるべきなのに、「オス

プレイの訓練を八尾空港に」と発言する松井知事の発

言は自治体の長として、許せない”、医労連書記長の

染原さんは、“医療は人間の命と権利が最も守られな

ければならない仕事、そういう意味で、橋下市長の人

権無視は許せない”と怒りを込めて、訴えました。 

 



 ６月２０日（木）大阪労連女性部が橋下「慰安婦」暴言に抗議し即時辞任を求める要請行動を呼びか

け、午前に東大阪市議団会派と午後からの北河内地域の「大阪維新の会」府議団への要請行動をとりく

みました。 

 東大阪市議団要請には東大阪母親連絡会や新婦人の協力のもと５名で各会派まわりをしました。 

議会中とあって議員とは直接会えないところが多いなか公明党・共産党議員が要請に応じてくれました。

公明党議員とは５分程度の面談でしたが、「橋下氏の慰安婦発言の要請の主旨はわかりました。」「発言に

対しては、橋下さんにウチからも言った」などと言葉をぼかしての対応でした。共産党では「意見書を

上げた方が、誰が賛成・反対がわかるので意見書の要請のほうがいいのではないか」との意見も出され

ました。 

 北河内地域の大阪維新の会府議団要請では、北河内地区協・自治労連が参加４名で地域の府議団をま

わりました。 

 議員不在が多く事務員の対応の要請が多かったですが、そんな中個人的な意見ですが「女性として橋

下の発言はよくない」と言ってくれましたし、要請内容も伝えると丁寧な対応でした。唯一、事務所に

居て面談ができた交野市・山本議員は「なんで労働組合がくるのか？」と最初に質問あり「週 3 回駅頭

に立っているが、批判の声は聞こえてこない」最初は「要請内容については橋下代表には言わない、帰

ってください」だったが、話をしているうちに、「暴言問題は受け止

めるが、橋下発言は事実を言っているだけだ」「ベトナム戦争の時に

韓国もやっていたではないか」最後には、「辞職して出直し選挙をし

たほうがはっきりする」とも言いました。改めて維新の会議員のモ

ラルの低さと、「慰安婦」の本質が歴史認識にあり、人権を踏みにじ

るものだということさえ理解していない。維新の会として歴史の事

実をきちんと学習すべきだと思いました 

 

米サンフランシスコ市議会で『橋下「慰安婦」発言の撤回を求める』など盛り込んだ決議案が 

全会一致で採択！橋下市長と市議会へ届けることを決議すると姉妹都市のサンフランシスコ市長 

 

抗議ハガキ付チラシを職場・地域で 

取り組みましょう！！ 

 


